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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンレス遺伝子によってコードされるタンパク質はbZIP型転写因子であり、特定のDNA調節領域にホモ二量体として結合することができる。また、関連タンパク質であるCEBP-αとヘテロ二量体を形成することもできる。コードされるタンパク質は、免疫応答および炎症応答に関与する遺伝子の制御に重要であり、マクロファージの活性化および／または分化に関連する遺伝子の制御にも関与している可能性がある。この遺伝子座の細胞遺伝学的局在は、8p11および8q11の両方であると報告されている。[RefSeq提供、2010年9月],function:C/EBPは、多くのプロモーターに共通するCCAAT相同性と、多くのエンハンサーに共通するエンハンスドコア相同性の2つの異なるモチーフを認識するDNA結合タンパク質である。免疫応答および炎症応答に関与する遺伝子の制御において重要な転写活性化因子であり、マクロファージの活性化および／または分化に関連するいくつかの遺伝子の制御において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：bZIPファミリーに属する。C/EBPサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,サブユニット：DNAに二量体として結合し、C/EBPαと安定なヘテロ二量体を形成する。SPI1/PU1と相互作用する。,
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	-
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	CEBPD/E抗体を用いたLOVO細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500 に希釈した C/EBP δ/ε ポリクローナル抗体を使用した LOVO 細胞のウエスタン ブロット解析。
	

	1：500 に希釈した C/EBP δ/ε ポリクローナル抗体を使用した RAT-MUSCLE 細胞のウエスタン ブロット解析。

